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が
は
、
市
ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
で

対
応
し
ま
す

●
申
し
込
み
　
各
学
区
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
へ

●
種
目
／
と
き
／
と
こ
ろ
　
左
表

の
と
お
り

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
そ
の
他
　
詳
細
は
開
催
時
期
に

合
わ
せ
、
回
覧
板
な
ど
で
案
内
し

ま
す
。
市
内
在
住
者
の
事
故
・
け

■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

ところと　き種　目学　区

柿田ホール
午前９時

１０月２７日松卓球

東山中 １１月１１日掌カローリング
デンソーグラウ
ンド来年３月１０日掌

グラウンド・ゴ
ルフ

市ソフトボール
場午前８時１１月１１日掌ソフトボール

安城北中
安城北中学校

午前９時
来年２月２３日松ミニテニス

桜町小学校
来年２月２４日掌インディアカ

安城南中 正午
来年３月２４日掌

熱中症講習会
午後１時３０分ソフトバレー

錦町小学校午前９時
１０月６日松ソフトバレー

錦町小
１１月２４日松インディアカ

東公園午前８時３０分１０月７日掌
グラウンド・ゴ
ルフ安城東

部小安祥中
山崎こども公園午前８時１１月２４日松ゲートボール

明祥中学校午前９時１０月１４日掌
卓球

明祥中 ソフトバレー

和泉遊水池公園午前８時３０分１０月２７日松
グラウンド・ゴ
ルフ

桜井公民館午後２時１１月１０日松、来
年１月２０日掌

ニュースポーツ

桜井中
桜井中央公園午前８時１１月２４日松

グラウンド・ゴ
ルフ

桜林小学校午後１時
１２月２２日松スカイクロス
１２月２３日抄カローリング

桜井公民館
午前９時３０分来年２月１７日掌ソフトバレー
午後２時来年２月２４日掌インディアカ

◎
全
国
ま
ち
づ
く
り
商
店
街
サ
ミ

ッ
ト
２
０
１
２
ｉ
ｎ
安
城

●
と
き
　
　
月
　
日
晶
午
後
１
時

１０

２６

か
ら

■
基
調
講
演「
ま
ち
の
居
場
所
・

ま
ち
の
チ
カ
ラ
」

●
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

４０

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
大
林
 宣
  彦
 氏（
映
画
作

の
ぶ
 ひ
こ

家
）

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

３００

●
申
し
込
み
　
　
月
５
日
晶
～
　

１０

１９

日
晶
の
捷
～
晶
午
前
　
時
～
午
後

１０

４
時（
８
日
抄
を
除
く
）に
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ（
御
幸
本
町
／

緯〈
　
〉５
０
０
２
）で
整
理
券
を

７２
配
布

■
分
科
会

●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

●
テ
ー
マ
　「
商
店
街
の
底
力
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
と
被
災
地

支
援
」「
ま
ち
づ
く
り
会
社（
事
業
）

と
商
店
街
」

●
登
録
費
　
４
０
０
０
円

■
物
産
展

●
時
間
　
午
後
２
時
　
分
～
８
時

３０

　
分
４５●

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

◎
安
城
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル●
と
き
　
　
月
　
日
松
午
前
　
時

１０

２７

１０

～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ
　
中
心
市
街
地
交
流
広

場
ほ
か
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
南
の
市
街
地

一
円

●
内
容
　
商
店
街
グ
ル
メ
の
販
売
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
な
ど■問 

▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

Ϛ
Π
ス
ポ
ー
ツ
ӡ
ಈ
ਪ
ਐ

市
民
地
域
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

全
国
ま
ち
づ
く
り
商
店
街
サ
ミ
ッ
ト
、

安
城
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大大林宣彦大林宣彦氏氏

フフワフワも来るフワフワも来るよよ

カローリンカローリンググ
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一
行
は
　

月
２
日
昇
～
９
日
昇

１０

の
日
程
で
訪
米
し
、
環
境
・
教
育

を
テ
ー
マ
と
し
た
視
察
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
通
し
た
市
民
と
の
交
流

な
ど
を
し
ま
す
。

　
派
遣
さ
れ
る
の
は
次
の
皆
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
敬
称
略
〉

●
公
募
市
民
　
神
宮
 弘
  美
 （高
棚

ひ
ろ
 
み

町
）、松
田
 貴
  子
 （緑
町
）、前
 次
  憲
 

た
か
 
こ
 

つ
ぐ
 の
り

（
桜
井
町
）

●
産
業
後
継
者
　
山
崎
 泰
  弘
 （小

や
す
 ひ
ろ

川
町
）、黒
野
 哲
  巳
 （法
連
町
）

て
つ
 
み

●
安
祥
太
鼓（
日
本
文
化
紹
介
）　

岡
田
 知
  之
 （安
城
町
）、岡
田
 陽
  子
 

と
も
 ゆ
き
 

よ
う
 
こ

（
同
）、吉
澤
 敏
  江
 （同
）、吉
澤
 啓
  介
 

と
し
 
え
 

け
い
 す
け

（
同
）、杉
浦
 豊
  孝
 （尾
崎
町
）、菊
池

と
よ
 た
か

 洋
  子
 （古
井
町
）、藤
井
 恵
  子
 （同
）

よ
う
 
こ
 

け
い
 
こ

●
市
議
会
　
近
藤
 正
  俊
 （榎
前
町
）、

ま
さ
 と
し

畔
柳
 秀
  久
 （尾
崎
町
）

ひ
で
 ひ
さ

●
協
会
役
員
　
加
藤
 勝
  美
 （箕
輪

か
つ
 
み

町
）、矢
羽
々
み
ど
り（
篠
目
町
）

●
協
会
会
員
　
石
川
 孝
  文
 （花
ノ

た
か
 ふ
み

木
町
）、大
久
保
 如
  野
 （明
治
本
町
）

ゆ
き
 
の

●
そ
の
他
　
市
職
員
２
人

■問 
▼
市
国
際
交
流
協
会

（
市
民
協
働
課
内
）

（
緯〈
　
〉２
２
６
０
）

７１

　「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」や「
手
袋
を

買
い
に
」な
ど
の
童
話
が
有
名

で
あ
る
た
め
、「
南
吉
＝
童
話
作

家
」と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
南
吉
は

童
話
だ
け
で
な
く
、
詩
や
俳
句
、

短
歌
な
ど
も
数
多
く
書
き
残
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
詩
は
、
安

城
時
代
の
昭
和
　
年
・
　
年
に
、

１４

１５

 哈
  爾
  賓
  日
  日
 新
聞
に
　
作
以
上

ハ
 
ル
 
ピ
ン
 に
ち
 に
ち

２０

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
新
聞
は
、
当
時
の
満
州

国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語

新
聞
で
す
。
南
吉
の
東
京
外
国

語
学
校
時
代
の
友
人
で
あ
っ
た

江
口
 榛
  一
 が
、
哈
爾
賓
日
日
新

し
ん
 い
ち

聞
の
編
集
に
関
わ
っ
て
い
て
、

南
吉
の
作
品
を
頻
繁
に
掲
載
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
作
品
の
発
表
の
場

が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
南
吉

に
と
っ
て
と
て
も
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
、
大
陸
で
頑
張
っ
て

い
る
友
人
を
支
援
す
る
意
味
も

込
め
て
、
南
吉
は
次
々
に
作
品

を
書
い
て
送
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
詩
だ
け
で
な
く
、
童
話

も
何
作
品
か
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
中
は
教
師
と
し
て
安
城

高
等
女
学
校
で
授
業
を
し
、
新

田
の
下
宿
に
帰
宅
し
て
か
ら
作

品
を
書
き
、
そ
れ
を
哈
爾
賓
に

発
送
す
る
と
い
う
、
忙
し
く
も

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
南
吉
の
ユ
ニ
ー
ク
な

と
こ
ろ
は
、
下
宿
先
で
書
き
上

げ
た
作
品
の
原
稿
を
学
校
へ
持

っ
て
行
き
、
生
徒
た
ち
に
清
書

さ
せ
て
い
た
と
い
う
点
で
す
。

生
徒
に
清
書
を
さ
せ
な
が
ら
、

自
分
自
身
の
作
品
を
読
ま
せ
る

こ
と
で
、
作
文
教
育
を
兼
ね
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
哈

爾
賓
日
日
新

聞
に
は
、
生

徒
た
ち
の
詩

が
掲
載
さ
れ

た
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

南
吉
の
指
導

が
実
っ
た
ん

で
す
ね
。

　
市
内
に
は
、

本
紙
６
月
１

日
号
の
コ
ラ

ム
で
取
り
上

げ
た
安
城
高

等
学
校
の

「
で
で
む
し

詩
碑
」を
始

め
、
安
城
公

園
の「
牛
詩
碑
」、新
田
小
学
校

の「
百
姓
家
碑
」、安
城
中
部
小

学
校
の「
貝
殻
詩
碑
」な
ど
、
南

吉
の
詩
が
使
わ
れ
た
顕
彰
碑
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

桜
町
小
学
校
で
は
、
学
校
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
南
吉
詩
集
を
作
成
し

て
、
児
童
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　「
詩
人
・
新
美
南
吉
」の
世
界

も
、
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
市
姉
妹
都
市

提
携
　

周
年
記
念
派
遣
団
を
決
定

３０

市市民派遣団の皆さ市民派遣団の皆さんん

安祥太鼓の皆さ安祥太鼓の皆さんん

安城高等学校のででむし詩安城高等学校のででむし詩碑碑
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■
第
　
回
市
民
芸
能
ま
つ
り

４５

●
と
き
／
出
演
　
表
２
の
と
お
り

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

■
第
　
回
安
美
展

６９

●
部
門
／
と
き
　

前
期（
日
本
画
、

書
、工
芸
・
彫
塑
）獅

　
月
２
日
晶

１１

～
　
日
掌（
捷
・
昇
は
休
館
）　
後

１１
期（
洋
画
、
写
真
）獅

　
月
　
日
晶

１１

１６

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き
／
と
こ
ろ
／
出
展
者
　
表

１
の
と
お
り

●
展
示
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
デ
ン
パ
ー
ク
は
午
前
９
時
　
分
３０

～
午
後
４
時
　
分
で
、
別
途
入

３０

園
料
が
必
要
。

■問 
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５

　
  市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈
　
〉６
８
５
３
）

７７

～
　
日
掌（
捷
は
休
館
）い
ず
れ
も

２５
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入
館
は

午
後
４
時
　
分
ま
で
）

３０

●
と
こ
ろ
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
第
　
回
市
民
文
芸
ま
つ
り
発
表

２４

大
会

　
入
選
作
品
の
発
表
・
表
彰
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
来
場
者
へ

入
選
作
品
集
を
進
呈
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
　
日
松
午
後
１
時

１１

１７

　
分
３０●

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

表１：文芸・技芸・趣味の集いスケジュール
市民会館文化センター

北辰俳句会１０月１２日晶

安城皐月同好会秋季
展示会、安城植物友
の会秋の山野草展、
春風会秋の小品盆栽
展

アートフラワー会手づくり盆栽、
染めの花、華旺会俳句俳画展、茂
久瓔会俳句俳画展、若葉会俳句俳
画展、くみひも工芸豊美会くみひ
も＆帯結び、創作帯結び木村会展

１０月１２日晶～１４日
掌

沃野短歌会安城草の実俳句会、安城茶友会茶会１０月１３日松

安城盆栽会盆栽展示
会

青の会俳句五、七、五の世界、
安城華道連盟いけばな展

１０月１３日松・１４日
掌

賣茶流安城教授者会煎茶会１０月１４日掌

丈山苑
安城白桃会俳句会１０月１２日晶

デンパーク
愛知県三河菊の友会菊花展覧会１１月７日昌～１２日捷

表２：市民芸能まつりスケジュール
１０月２８日掌１０月２１日掌

安城謡曲同好会（謡曲）マジッククラブ・エース（マ
ジック）

９：２０

アロハナニ安城エコル（フラダンス）民謡つくし会（民謡）９：４０
アロハナニエルア（フラダンス）碧洲吟道会安城支部（詩吟）１０：００
マンドリンサークルチャオ（弦楽）和筝会（筝曲）１０：２０
ノイエ・ホフヌング（合唱）岳風丈山会（詩吟）１０：４０
七橋会（筝曲）豊麗会（民踊）１１：００
安城マジッククラブ（マジック）花柳流安城政寿栄会（日本舞踊）１１：２０
延珠会（舞踊）竹祐会（民謡）１１：４０
乙坂会（民謡）美竹会（民謡）１２：００
新舞踊瑞甫会（舞踊）あすなろ琴の会（大正琴）１２：２０
碧美会（大正琴）こやま会・安城三曲会（筝曲・

尺八）
１２：４０

三河相撲甚句会（甚句）１３：００
弦楽アンサンブルドルチェ（弦楽）アロハナニ安城（フラダンス）１３：２０
西三河阿波踊り研究会若鯱連（阿波踊り）ラベンダー二胡の会（二胡・琴）１３：４０
安祥太鼓どんば（和太鼓）美鈴会（舞踊）１４：００
裕筝会（筝曲）西三河岳風会（詩吟）１４：２０
平岩舞踊研究会（日本舞踊）鈴木会・安城都友会（筝・尺八）１４：４０
安城ギタークラブ（ギター）安城雅楽会（雅楽）１５：００
Ｍａｒｉ’ｓ Ｓｔｕｄｉｏ（ダンス）翠艶会（舞踊）１５：２０
エレガンス・デ・マダム（フラメンコ）艶舞会（舞踊）１５：４０
ペーニヤ・フラメンコ（フラメンコ）安祥吟道会（詩吟）１６：００
扇之会葵支部（舞踊）バレエサークルオデット（バレエ）１６：２０
聖成バレエ（バレエ）エチュードバレエスクール

（バレエ）
１６：４０

●
と
き
　
　
月
３
日
抄
午
後

１１

２
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

●
と
こ
ろ
　
水
の
か
ん
き
ょ

う
学
習
館（
大
東
町
）

●
内
容
　
森
山
ま
り
子
氏

（
日
本
熊
森
協
会
会
長
）の
講

演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン

●
パ
ネ
リ
ス
ト
　
根
羽
村
長
、

森
山
ま
り
子
氏
、
安
城
市
長
。

ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
飯
尾
 歩
 氏（
中
日
新

あ
ゆ
み

聞
論
説
委
員
）

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１００

●
申
し
込
み
　
　
月
５
日
晶

１０

～
　
日
昭
午
前
　
時
～
午
後

２５

１０

４
時（
掌
捷
抄
を
除
く
）に
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ

う（
緯
・
胃〈
　
〉１
３
１
５

５５

／info@
econetanjo.or

g

）へ
●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
首
都

推
進
課（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）
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回
市
民
芸
術
祭
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市
で
は
、
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
、
５
カ
年
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
（
実
行
計
画
）に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
初
年
度
で
あ
る

昨
年
度
は
、
　

の
プ
ラ
ン
に
取
り

５３

組
み
、
経
費
削
減
や
財
源
の
収
入

と
し
て
、
約
２
億
６
９
０
０
万
円

の
効
果
金
額
で
し
た
。

　
な
お
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
実

績
報
告
書
は
、
経
営
管
理
課
・
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
重
点
項
目
と
主
な
取
り
組
み

●
市
民
参
加
と
協
働
の
推
進
　
行

政
と
市
民
活
動
団
体
と
の
協
働
の

推
進
、
我
が
町
を
守
る「
中
学
生

防
災
隊
」の
結
成

　
６
月
初
旬
、
大
阪
で
開
催
さ

れ
た
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
に
、
本
市
在
住
の
中
野
 弘
  幸
 

ひ
ろ
 ゆ
き

選
手
が
出
場
。
男
子
　
ｍ
で
２

４００

位
と
な
り
、
４
×
　
ｍ
リ
レ
ー

４００

の
選
手
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
五
輪

出
場
権
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
７

月
初
旬
に
は
、
母
校
の
東
山
中

学
校
で
、
彼
の
壮
行
会
を
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
五
輪
も
終

盤
の
８
月
９
日
、
い
よ
い
よ
中

野
選
手
が
出
場
す
る
リ
レ
ー
予

選
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
北
部
公
民
館
に
応
援

会
場
が
設
営
さ

れ
、
私
も
地
元

の
皆
さ
ん
と
共

に
彼
の
力
走
を

応
援
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

予
選
で
は
、
中

野
選
手
は
ア
ン

カ
ー
を
務
め
る

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　　
さ
て
、
号
砲

が
鳴
り
、
選
手

の
一
斉
ス
タ
ー

ト
。
早
々
か
ら

外
国
勢
の
速
さ

に
圧
倒
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
中
野
選
手
に
バ
ト
ン

が
渡
っ
た
時
に
は
、
日
本
チ
ー

ム
は
８
チ
ー
ム
中
６
位
。
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
の「
奇
跡
の
大
逆

転
」を
願
い
、
　
人
を
超
す
地

２００

元
応
援
団
の
大
き
な
声
援
が
、

会
場
内
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　
中
野
選
手
の
力
走
は
、
応
援

す
る
私
た
ち
に
も
気
迫
が
伝
わ

っ
て
来
る
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
頑
張
り
も
む
な
し
く
、

前
の
走
者
と
の
距
離
は
縮
ま
ら

ず
、
無
情
に
も
日
本
チ
ー
ム
は

６
位
。
決
勝
に
進
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
応
援
会
場
で
は
、
中
野
選
手

に
向
け
た
拍
手
が
、
ゴ
ー
ル
後

し
ば
ら
く
の
間
、
鳴
り
や
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
世
界
の
高
い
レ
ベ
ル
に
阻
ま

れ
、
日
本
の
リ
レ
ー
チ
ー
ム
は

入
賞
を
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
中
野
選
手
の
五
輪
出
場
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
陸
上
競
技

に
汗
を
流
す
市
内
の
青
少
年
ら

の
励
み
と
な
り
、
高
い
教
育
効

果
が
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ま

す
。

　
五
輪
終
了
後
、
中
野
選
手
が

大
会
の
報
告
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

巨
大
ス
タ
ジ
ア
ム
を
埋
め
尽
く

す
大
観
衆
に
よ
る
、
五
輪
独
特

の
空
気
に
 呑
 ま
れ
て
し
ま
っ
た

の

と
の
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

彼
の
新
た
な
目
標
は
、
学
校
教

員
に
な
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

今
回
の
貴
重
な
体
験
が
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
ら
れ
、
い
つ
か

「
中
野
先
生
」が
育
て
た
日
本
の

若
者
が
、
五
輪
の
表
彰
台
に
立

つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
　
出
前
講
座（
ま
ち
か
ど
講
座
）

の
拡
充
、
電
子
申
請（
施
設
予
約
）

の
拡
充

●
行
政
情
報
の
共
有
化
　
e
モ
ニ

タ
ー
制
度
の
導
入
、
市
道
地
図
情

報
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス

●
自
立
的
な
経
営
基
盤
の
確
保
　

広
告
事
業
の
推
進
、
多
様
な
人
材

の
確
保

●
コ
ス
ト
・
成
果
を
重
視
す
る
行

政
経
営
　
事
業
仕
分
け
の
導
入
、

公
用
車
管
理
の
見
直
し

■問 
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）
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中中学生防災隊教中学生防災隊教室室

安城市事業仕分けもアクションプランの一安城市事業仕分けもアクションプランの一つつ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
平
成
　

年
度

２３

実
績
報
告
書
を
公
表


